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(57)【要約】
　ドレッドロックス状態に絡みついた長い房となるよう
に髪の毛を整える装置であって、内部に電気式又は油圧
式モータ（２）を収容し、取っ手の形をした人間工学に
基づくデザインをした収容体（１）を備え、収容体は、
その先端下部には、突出部（１Ａ）が形成されていて、
ここから、交換式もり状針（３が、突出し、交換式もり
状針は、少なくとも１個の往復移動もり（３Ａ）を備え
、交換式もり状針は、着脱手段により、所定の回転位置
に取り付けら、収容体（１）は、突出部（１Ａ）の上部
後方に、スイッチ（４）を備え、電気式又は油圧式モー
タ（２）は、速度調節手段を備え、シャフト（５）を有
し、シャフトは、交換式もり状針（３）と平行に延び、
これに対して回転自在に結合され、シャフトの周囲から
は、無端の波状形状をしたフィン（６）が、突出し、こ
のシャフト（５）の長さ方向における２個のハーフ部分
の各々に亘って、この無端の波状形状は、正弦曲線の半
分を構成し、フィン（６）は、複数個のピン（８）に留
められた軸受（７）の各々の外側回転リングの間に側方
で捕捉され、複数個のピンは、電気式又は油圧式モータ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドレッドロックス状態に絡みついた長い房となるように髪の毛を整える装置であって、
内部に電気式又は油圧式モータ（２）を収容し、取っ手の形をした人間工学に基づくデザ
インをした収容体（１）を備え、収容体は、その先端下部には、突出部（１Ａ）が形成さ
れていて、ここから、交換式もり状針（３）が、突出し、交換式もり状針は、少なくとも
１個の往復移動もり（３Ａ）を備え、交換式もり状針は、着脱手段により、所定の回転位
置に取り付けら、収容体（１）は、突出部（１Ａ）の上部後方に、スイッチ（４）を備え
、電気式又は油圧式モータ（２）は、速度調節手段を備え、シャフト（５）を有し、シャ
フトは、交換式もり状針（３）と平行に延び、これに対して回転自在に結合され、シャフ
トの周囲からは、無端の波状形状をしたフィン（６）が、突出し、このシャフト（５）の
長さ方向における２個のハーフ部分の各々に亘って、この無端の波状形状は、正弦曲線の
半分を構成し、フィン（６）は、複数個のピン（８）に留められた軸受（７）の各々の外
側回転リングの間に側方で捕捉され、複数個のピンは、電気式又は油圧式モータ（２）の
シャフト（５）に対して半径方向にあり、長さ方向ガイド手段を備える往復移動体（９）
を横断し、往復移動体には、交換式もり状針（３）が、取り付けられることを特徴とする
装置。
【請求項２】
　前記交換式もり状針（３）は、所定の角度位置に取り付けられ、交換可能となるように
着脱自在になっていることを特徴とする、請求項１に記載された、ドレッドロックス状態
に絡みついた長い房となるように髪の毛を整える装置。
【請求項３】
　前記交換式もり状針（３）には、２個以上の往復移動もり（３Ａ）が備えられることを
特徴とする、請求項１に記載された、ドレッドロックス状態に絡みついた長い房となるよ
うに髪の毛を整える装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、正しくは、ラスタスと呼ばれる、「ラスタファリ」教の信奉者、すなわち
、こうしたヘアスタイルをした人々の典型的なヘアスタイルであるため、語彙的に街中で
「ドレッドロックス」として知られている状態に絡みついた長い房となるように髪の毛を
整える装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ドレッドロックスは、筒状のヘアスタイルのことで、髪の毛同士が互いに織り込まれる
ように絡み合って、解けた髪の毛がなく、構造的に長期間安定している。このヘアスタイ
ルは、もともと、髪の毛が自然に小さくカールしているアフリカの民族集団に特有のもの
で、髪の毛同士の絡み合いが、極めて簡単に起こる。今日では、ファッションとして、こ
のヘアスタイルが、ドレッドロックス状態にするのが極めて困難な直毛を含む、あらゆる
種類の髪の毛を持つ人々により求められている。
【０００３】
　ドレッドロックスにするには、種々の異なる手法がある。
【０００４】
　最も勧められる手法は、化学品を全く使用しない自然的な手法である。自然的手法の変
形が、起毛手法であり、房ごとに起毛を施して、このようにした房を手で丸めるものであ
る。この手法では、ドレッドロックスはきつくならず、完全な状態ではない。事実、ドレ
ッドロックスを充分にきつくし仕上げるには、数ヶ月掛かる。この間、ドレッドロックス
には気を配る必要がある。この手法は、直毛に適用するには向いていない。ドレッドロッ
クスにするもう一つの手法は、乱暴で未成熟ではあるが、人の髪の毛をくしですくのを止
めることであるが、かなりの時間が掛かる（髪の毛の種類にもよるが、数年を要する）。
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この手法は、ドレッドロックスの直径を調節できず、ドレッドロックスが、様々な大きさ
になってしまう。もう一つの方法は、好ましいもので、かぎ針編みタイプと呼ばれるもの
で、かぎ針編み用の交換式もり状針を用いる、全て手で行う絡み合わせである。交換式も
り状針を髪の毛の房に通して往復移動させて、髪の毛を房の中心の方へ引き込む。このよ
うにして、髪の毛間で針仕事をするようにして、きつくし、完全なドレッドロックスを当
初から作り上げる。しかしながら、この手法は、極めて骨が折れ、時間が掛かり、費用も
かなり掛かり、この手法を施して貰う人にとって極めて根気がいるものである。美容師に
とっても、仕事で疲労困憊する作業で、姿勢に起因する健康上の問題にもさらされる。こ
のようにして、髪の毛が一旦仕上がってしまうと、手入れは要らず、自然の動きに任して
よく、上述した他の手法の場合のような手入れは必要ない。その他の公知の手法は、ドレ
ッドロックスにするのを簡易化し時間を掛けなくて済むように、化学品を使用するもので
ある。こうした手法は、化学品が、内部及び表面の毛細管組織に重大な損傷を与えて、頭
皮の真皮に疾患（とりわけ、アレルギー、脱毛症及び脱濡症皮膚炎）をもたらす虞がある
ので、健康的な髪の毛にとっては正反対な状態となる。もっとも重要なことである、顧客
の健康に対する悪影響とは別に、美容師の印象及び職業上の地位に影響を与え、美容師の
多くが、こうした手法を行うのを拒否している。
【０００５】
　米国特許公開公報第２００４／００２８６３２号により、髪の毛を細くする化学品を使
用して、髪の毛を絡み易くすることが公知であるが、この手法では、髪の毛間で針仕事を
するようなことはなされず、洗髪すると、ドレッドロックスは、なくなってしまう。化学
品の使用は、処理時間を短縮するため、特殊な美容室で行われるのが通常であるが、髪の
毛のタイプの違いを考慮して、髪の毛に合わせてアレンジするため、パーマ掛けに頼る（
時として、２回又は３回のパーマ処理を連続して行う）が、髪の毛は、相当な損傷を受け
、はっきりと感じるほどに乾ききってしまう。このようにしてドレッドロックスにするこ
とは、顧客にとって極めて費用が掛かる。ヘアスタイルを変えようとすると、髪の毛をカ
ットして伸びるのを待つ他ない。これは、ドレッドロックスをなくし、ヘアスタイルを別
のスタイルにするには、髪の毛の状態が、元に戻すことができないほどに、髪の毛が、相
当に損傷を受けているためである。
【０００６】
　上述したことから、かぎ針編みタイプとして述べた手法の往復移動という特徴を機械化
できる、従来にない装置を提供することが理想であることが分かる。
【０００７】
　米国特許第４，６４４、９５２号明細書に開示されているような、入れ墨用の微小着色
装置が公知である。しかしながら、この主の装置は、上述した要請に向いていない。第１
に、皮膚への着色に必要な移動距離が、ドレッドロックスに絡み合わせるのに必要な移動
距離（８乃至１１ｍｍ）よりもかなり短い（３ｍｍのオーダー）である点にある。第２に
、入れ墨に必要な力は、極めて低く、一方、ドレッドロックスを作るのには、往復移動に
かなりの力を必要とする点である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記事情を考慮して、本発明は、内部に電気式又は油圧式モータを収容し、取っ手の形
をした人間工学に基づくデザインをした収容体を備え、収容体は、その先端下部には、突
出部が形成されていて、ここから、交換式もり状針が、突出し、交換式もり状針は、少な
くとも１個の往復移動もりを備え、交換式もり状針は、着脱手段により、所定の回転位置
に取り付けら、収容体は、突出部の上部後方に、スイッチを備え、電気式又は油圧式モー
タは、速度調節手段を備え、シャフトを有し、シャフトは、交換式もり状針と平行に延び
、これに対して回転自在に結合され、シャフトの周囲からは、無端の波状形状をしたフィ
ンが、突出し、このシャフトの長さ方向における２個のハーフ部分の各々に亘って、この
無端の波状形状は、正弦曲線の半分を構成し、フィンは、複数個のピンに留められた軸受
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の各々の外側回転リングの間に側方で捕捉され、複数個のピンは、電気式又は油圧式モー
タのシャフトに対して半径方向にあり、長さ方向ガイド手段を備える往復移動体を横断し
、往復移動体には、交換式もり状針が、取り付けられる装置を提供する。オプショナルな
実施形態では、前記交換式もり状針には、２個以上の往復移動もりが備えられる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により提供される構成では、電気式又は油圧式モータにより駆動される回転シャ
フトの回転は、その周囲フィンによって往復運動を生じさせ、この往復運動は、交換式も
り状針が取り付けられた往復移動体に直接伝達される。本発明に係る装置によれば、ドレ
ッドロックスを作るのに必要となる、適正な力がもたらされる。さらに、周囲フィンの波
状形状の正弦曲線の振幅を変えるだけで、往復移動体、ひいては交換式もり状針の移動ス
トロークを変更することができる。
【００１０】
　本発明に係る装置によれば、化学品を使用しないかぎ針編み手法を、時間を大幅に節約
した状態でドレッドロックスを作るのに応用できるので、美容師にとって困難な仕事を軽
減し、利用者にとっては退屈しないで済む。このため、第１に、顧客にとっては、ヘアス
タイルに掛かる費用が、著しく低減され、第２に、ドレッドロックスを作るのを簡易化し
迅速化するための化学品の使用に頼るのを避けるのに役立つので、上述したような髪の毛
に生じる損傷（アレルギー、脱毛症及び脱濡症皮膚炎、乾燥、毛切れ等）を防止できる。
【００１１】
　本発明による、もう一つの顕著な効果は、今までドレッドロックスを作るの断っていた
、又はドレッドロックスを作るのに有害な化学品に頼っていた、多くの美容師が使用する
気になるように、かなり迅速に、より快適に、仕上がりが高品質にドレッドロックスを作
ることができる装置を美容師業界に提供することである。また、本発明による装置を用い
ると、所望に応じて何回も、ドレッドロックスを作ったり元に戻したりできる。このよう
なことは、今まではなかったことである。
【００１２】
　本発明による装置は、美容師の創造性を支援するもので、美容師は、カット又は他の通
常の調髪作業を行う前の準備として、ドレッドロックスを用いることにより、独創的な仕
上がりにすることができる。
【００１３】
　本発明に係る装置の、もう一つの特徴は、本発明の利用法を説明するマルチメディア製
品とともに審美的な表現の可能性により補完しうる、マーケティング能力である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　本発明の特質をより理解できるように、添付図面に産業上利用できる実施形態を示すが
、図示の実施形態は、単に説明のためのものでなんらの限定をもたらすことのない例示に
過ぎない。
【００１５】
【図１】本発明による装置の長さ方向断面図である。この図１には、回転シャフト５とそ
の周囲フィン６の取り付け具の箇所の詳細を示す拡大図を含めてある。　例示には、次の
参照符号を示してある。　１　　収容体　１Ａ　収容体１の突出部　２　　電気式又は油
圧式モータ　３　　交換式もり状針　４　　スイッチ　５　　回転シャフト　６　　回転
シャフト５の周囲フィン　７　　軸受　８　　ピン　９　　往復移動体
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　添付図面及び上記の参照符号に関しては、添付図面に、ドレッドロックス状態に絡みつ
いた長い房となるように髪の毛を整える装置についての、本発明の対象である好ましい実
施形態を示してある。この装置は、図１に示すように、内部に電気式又は油圧式モータ２
を収容した収容体１を備え、装置は、取っ手の形をした人間工学に基づくデザインをして
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おり、その先端下部には、突出部１Ａが形成されていて、ここから、交換式もり状針３が
、突出する。交換式もり状針は、少なくとも１個の往復移動もり３Ａを備える。交換式も
り状針は、着脱手段により、所定の回転位置に取り付けられる。収容体１は、突出部１Ａ
の上部後方に、スイッチ４を備える。電気式又は油圧式モータ２は、速度調節手段を備え
、シャフト５を有する。シャフトは、交換式もり状針３と平行に延び、これに対して回転
自在に結合される。シャフトの周囲からは、無端の波状形状をしたフィン６が、突出する
。このシャフト５の長さ方向における２個のハーフ部の各々において、この無端の波状形
状は、正弦曲線の半分を構成する。この無端の波状形状により構成されるフィン６は、複
数個のピン８に留められた軸受７の各々の外側回転リングの間に側方で捕捉される。複数
個のピンは、電気式又は油圧式モータ２のシャフト５に対して半径方向にあり、長さ方向
ガイド手段を備える往復移動体９を横断する。往復移動体には、交換式もり状針３が、取
り付けられる。
【００１７】
　交換式もり状針３は、所定の角度位置に取り付けられ、通常の着脱部材を備えた機械的
手段により交換可能となるように着脱自在になっている。
【００１８】
　他の実施形態としては、交換式もり状針３が、２個以上の往復移動もり３Ａを備える。
【００１９】
　作用的観点からは、本発明による装置は、次のように使用される。電気式又は油圧式モ
ータ２を停止したまま、交換式もり状針３を、髪の毛が絡みついた状態になった房にした
い人の毛の房の中に入れてから、スイッチ４を押し、シャフト５を回転駆動させる。シャ
フトは、軸受７を通じてのフィン６の作用により、往復移動体９を往復運動させる。往復
移動体は、往復移動もり（又は複数個の往復移動もり）３Ａを備えた交換式もり状針３に
より、髪の毛の房内の髪の毛を絡み合わせる。髪の毛は、房自体の中心に向かって高速で
絡み合わされる。
【図１】
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【国際調査報告】
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【要約の続き】
（２）のシャフト（５）に対して半径方向にあり、長さ方向ガイド手段を備える往復移動体（９）を横断し、往復移
動体には、交換式もり状針（３）が、取り付けられることを特徴とする装置。
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